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顔
の
見
え
る
地
域
福
祉
の
実
現
に
向
け
て

顔
の
見
え
る
地
域
福
祉
の
実
現
に
向
け
て

　

春
日
市
に
住
む
す
べ
て
の
人
々
が
、
住
み
慣
れ
た
春
日
市
で
、

安
心
し
て
生
き
生
き
と
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
社
会
を
作
っ
て
い

く
た
め
、
現
在
、「
市
地
域
福
祉
計
画
」を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
平
成
17
年
度
中
に
策
定
し
、
実
施
期
間
は
平
成

18
年
度
〜
22
年
度
の
5
年
間
で
す
。

　　

計
画
策
定
の
背
景

　

高
齢
化
の
進
行
や
長
引
く
不
況
に
よ
る
社

会
経
済
情
勢
の
急
激
な
変
化
は
、
私
た
ち
の

住
む
社
会
の
あ
り
よ
う
を
大
き
く
変
え
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
公

的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
は
、
市
民
ニ
ー

ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
や
介
護
保
険

制
度
の
大
幅
な
見
直
し
を
進
め
る
な
ど
、
い

わ
ゆ
る「
福
祉
の
構
造
改
革
」
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
市
町
村
に
お
い
て
は
、
地

域
福
祉
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　　

地
域
に
お
け
る
現
状

　　

春
日
市
で
は
、「
転
入
転
出
す
る
住
民
が

多
い
」こ
と
や「
核
家
族
化
」「
共
働
き
家
庭

組
む
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
な
の
で
す
。

　

計
画
の
策
定
方
針

　

春
日
市
地
域
福
祉
計
画
は
、
次
の
方
針
に

基
づ
い
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

○
仕
組
み
づ
く
り

　

課
題
の
解
決
に
向
け
、
自
分
や
身
近
な

人
た
ち
で
解
決
す
る
仕
組
み（
自
助
）、
隣

近
所
や
自
治
会
な
ど
住
民
同
士
の
支
え
合

い
や
助
け
合
い
で
解
決
す
る
仕
組
み（
共

助
）、
公
的
サ
ー
ビ
ス
で
解
決
す
る
仕
組
み

（
公
助
）
を
相
互
に
連
携
さ
せ
た
新
た
な

支
援
体
制
づ
く
り
の
基
本
を
示
す
。

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　

地
域
で
生
活
し
て
い
く
上
で
の
課
題
や

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
課
題
の
解
決
に

向
け
た
、
市
民
参
加
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
示
す
。

○
各
福
祉
計
画
の
連
携
・
総
合
化

　

市
の
保
健
、
福
祉
、
介
護
の
分
野
の
計

画
の
中
か
ら
、
地
域
福
祉
に
関
す
る
理
念

や
方
向
性
を
集
約
す
る
。

　

計
画
策
定
の
基
本
姿
勢

　

計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
の
基
本
姿

勢
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
地
域
の
現
状
を
生
か
し
た
も
の
を　

○
市
民
が
利
用
し
や
す
い
も
の
を

○
実
効
性
が
あ
る
も
の
を

○
皆
さ
ん
と
共
に
作
り
ま
す　

地
域
福
祉
計
画

△市民や団体と行政が、協働で地域福祉に取り組むネットワーク作りを推進します。

の
増
加
」「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
」
な

ど
を
背
景
に
、
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
が
希

薄
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
増
加
」

「
老
老
介
護
」「
障
害
に
対
す
る
無
理
解
」「
引

き
こ
も
り
」「
子
育
て
家
庭
の
孤
立
」「
児
童

虐
待
」
な
ど
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
の
課
題

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
地
域
福
祉
に
取
り

策
定
中

策
定
中

春 
日 

市

をを

地域福祉のネットワーク



←

利用しやすい利用しやすい
公的サービス公的サービス

民間や社会福民間や社会福
祉協議会など祉協議会など
のサービスをのサービスを
利用利用

緊急時の対応方法を
分かりやすくしてほしい

福祉サービスを
分かりやすくしてほしい

障害がある人もそうでない人も
共に地域で生活したい

子どもと高齢者との
交流がほしい

気軽に相談したい

健康に過ごしたい

安心して過ごしたい

地域での活動やボランティア
に参加しやすくしてほしい

生活弱者を見守ってほしい

市　
　

民　
　

の　
　

声

地 域 福 祉 計 画
公　助自　助

利用しやすい
公的サービス

民間や社会福
祉協議会など
のサービスを
利用

仕組みづくり

共　助
自治会や地域福祉エリアで
助け合い・支え合い

福祉に関する
さまざまな人の
さまざまな課題

地域福祉
活動計画 ネットワークづくり

高齢者保健福祉
計画

いきいき
春日21

次世代
育成計画

介護保険
事業計画

障害者
長期行動計画

各福祉計画の
連携・総合化

実現

す
べ
て
の
人
が
、
安
心
し
て
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
、
幸
せ
な
地
域
社
会
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計
画
策
定
の
進
め
方

　

市
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心
に
な
っ

て
、「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
や
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
な
ど
を
通
じ
て
、
市

民
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
計
画

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

春日市地域福祉計画の概念図（案）

意見を募集します

　「春日市地域福祉計画」について、
皆さんの意見を募集します。

募集意見
　地域福祉に関して、どのような課
題があるか

　課題の解決に向けてのアイデアや
提案

提出方法　8月31日（水）までに、メー
　　ルか手紙、ファックスで提出する
提出・問い合わせ先　福祉計画課
　　地域福祉担当（〒816-8501春
　　日市役所）
　　1（584）1111
　　5（584）3090
　 　 　keikaku@city.kasuga.fukuo
          ka.jp
　　     http://www.city.kasuga.fuk
         uoka.jp/ikenbosyuu/chiikifu
          kushi/index.html

7月11日に行われたエリアワークショップ。地域福祉推進員や民生委員など多数の人が参
加し、地域福祉の問題点や課題、解決方法などを熱心に話し合いました。

▽

地
域
福
祉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施

「
出
前
ト
ー
ク
」
で
地
域
福
祉
に　

関
す
る
意
見
を
聴
取

地
域
福
祉
研
修
会
を
実
施

地
域
福
祉
エ
リ
ア
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ　

プ（
中
学
校
区
）を
実
施

意
見
募
集
（
8
月
末
締
切
）

計
画
案
に
つ
い
て
市
民
か
ら
の　

意
見
を
聴
取
す
る
予
定

計
画
策
定

1
月

5
月
〜

　
5
月

7
月

8
月

3
月

10
〜

　

11
月

平
成
17
年

平
成
18
年

▽
▽
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教　　科 教　科　書　名 出 版 社
国　　語 国語 光村図書
書　　写 中学書写 光村図書

社　会

地理的分野 社会科　中学生の地理 帝国書院
歴史的分野 新しい社会　歴史

東京書籍
公民的分野 新しい社会　公民

地　　図 中学校社会科地図 帝国書院
数　　学 中学数学 大阪書籍

理　科
第1分野 中学校理科　1分野

大日本図書
第2分野 中学校理科　2分野

音　楽
一般 中学音楽　音楽のおくりもの

教育出版
器楽 中学器楽　音楽のおくりもの

美　　術 美術 開隆堂
保健体育 新　中学保健体育 学研

技術・家庭
技術分野 技術・家庭　技術分野
家庭分野 技術・家庭　家庭分野

英　　語 NEW CROWN

    

三省堂

開隆堂

閲覧できます

春日市長の資産や所得
　「春日市長等政治倫理条例」では、市長の所有する資産や毎年の所得などの
公開が義務付けられています。
　その平成16年度報告書を公開しています。
対象報告書　

▽資産等報告書

▽所得等報告書

▽関連会社等報告書
閲覧・問い合わせ先　情報政策課情報公開広報担当
　　1　（584）1111　5　（584）1142

　平成18年度から中学校で使用する教科用図書（教科
書）が決定しました。
　これらの教科書は、筑紫地区（第1地区）教科用図書採
択協議会による選定に基づき、7月28日に教育委員会が
採択したものです。
※　この教科書は平成21年度まで使用します。
問い合わせ先　学校教育課
　　1　（584）1111　5　（584）1153

中学校の教科書
決まりました

■決定した教科書



春日市議会9月定例会
傍聴しませんか

出前トーク 「市長と語る」
9月の日程
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実行委員・生活劇参加団員を募集
「かすが男女共同まちづくりフェスタ」

▽6日（火）　本会議（議案の上程、提案理由の説明など）

▽8日（木）　本会議（議案質疑など）

▽9日（金）・12日（月）・13日（火）　各常任委員会（議案審査）

▽14日（水）・15日（木）　本会議（一般質問）

▽16日（金）　　各常任委員会（議案審査のまとめ）

▽20日（火）　 各常任委員会（閉会中の調査事件の調整など）

▽21日（水）　本会議（委員長報告、質疑、討論、採決）
※　日程は、都合により変更になることがあります。傍聴す
　る場合は、事前に問い合わせてください。

問い合わせ先　議会事務局
　　1　（584）1111　5　（584）1146

　市長が各地区公民館に出向いて、市民の皆さんと意見
を交換します。
　気軽に参加してください。 
日時・場所

▽ 9月27日（火）　春日原公民館

▽9月28日（水）　春日公民館

▽9月29日（木）　平田台公民館
時間　午後7時～8時30分
問い合わせ先　行政管理課
　　1　（584）1111　5　（584）1145
　　　 http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/contents/
　　　　notice_3499.html

URL

　性別にかかわらず、個人の個性と能力を豊かに発揮で
きる社会づくりを目指し、市が宣言した「男女共同参画
都市宣言」。この宣言を周知し、市民の意識を高めるた
め、12月18日（日）に「かすが男女共同まちづくりフェス
タ」を行います。
　このフェスタの実行委員と、生活劇の参加団員を募集
します。
対象　18歳以上の人　
募集内容

▽実行委員(フェスタの企画・運営など)

▽生活劇参加団員(熊本県菊池郡大津町「ほりだし劇団」
　の生活劇に参加)
募集人員　各5人
申込方法　実行委員は8月31日（水）、団員は9月30日

　　（金）までに、電話かファックスで住所、氏名、年齢、
　　電話番号を伝える。　
問い合わせ先　人権女性政策課男女共同参画担当
　　1　（584）1116　5　（584）1153
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１

２

３

月
の
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
に
併

せ
て
、市
内
で
は
、市
役
所
ロ
ビ
ー
で
の

「
同
和
問
題
啓
発
資
料
展
」（
7
月
20
日
〜
8
月

4
日
）や
、ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
で
の「
同
和
問

題
講
演
会
」（
7
月
23
日
）な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
啓

発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

7
月
21
日
の
夕
方
に
は
、西
鉄
春
日
原
駅
前

で
、市
長
や
春
日
那
珂
川
水
道
企
業
団
企
業
長
、

市
職
員
な
ど
が
参
加
し
て
の
街
頭
啓
発
を
実

施
。通
行
中
の
人
た
ち
に
、「
同
和
問
題
街
頭
啓

発
中
で
す
」な
ど
と
大
き
な
声
を
掛
け
な
が
ら
、

チ
ラ
シ
と
啓
発
物
品
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

差
別
は
、人
と
し
て
尊
重
さ
れ
幸
せ
に
生
き

る
と
い
う
基
本
的
人
権
が
侵
さ
れ
る
、深
刻
な

社
会
問
題
で
す
。み
な
さ
ん
も
、も
う
一
度
、人

権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
ま
せ
ん
か
。

駅
前
で
街
頭
啓
発

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

日
市
商
工
会
女
性
部
が
、
7
月
10
日
、

粕
屋
町
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た「
第

19
回
福
岡
県
商
工
会
女
性
部
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
県
大
会
」で
、準
優
勝
だ
っ
た
昨
年
の
雪
辱

を
果
た
し
、見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

県
内
81
の
商
工
会
女
性
部
が
参
加
。一
般
の
部

と
シ
ニ
ア
の
部
に
分
か
れ
て
お
り
、同
チ
ー
ム

は
、一
般
の
部
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

ど
の
チ
ー
ム
も
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
積

ん
で
き
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、ト
ー
ナ
メ
ン

ト
制
で
行
っ
た
5
試
合
は
す
べ
て
接
戦
。駆
け

付
け
た
応
援
団
も
大
興
奮
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

同
チ
ー
ム
キ
ャ
プ
テ
ン
の
原は

ら
ぐ
ち口
さ
ん
は「
子

育
て
の
合
間
を
縫
っ
て
一
生
懸
命
練
習
し
た
甲

斐
が
あ
り
ま
し
た
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
で

優
勝

春
日
市
商
工
会
女
性
部

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ま
ち
づ
く
り
に
文
化
財
を
生
か
そ
う

国
の
丘
歴
史
資
料
館
で
、7
月
30
日
、市

内
の
豊
か
な
文
化
財
の
保
存
と
活
用
を

考
え
る「
文
化
財
保
存
活
用
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、こ
れ
か
ら
策
定
す
る「
春
日
市
文
化

財
保
存
活
用
基
本
計
画
」を
、よ
り
多
く
の
市
民

の
声
を
生
か
し
た
も
の
に
す
る
た
め
の
も
の

で
、公
募
で
集
ま
っ
た
市
民
や
市
内
勤
務
者
22

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
4
回
に
わ
た
っ
て
話
し
合
わ
れ
る
こ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。第
1
回
目
の
今
回
は
、市

内
の
文
化
財
や
歴
史
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
の
か
、情
報
を
出
し
合
い
ま
し
た
。今
後
は
、

文
化
財
の
価
値
や
意
味
を
考
え
、実
際
に
、生
活

や
ま
ち
づ
く
り
に
文
化
財
を
ど
う
生
か
し
て
い

く
の
か
な
ど
を
話
し
合
っ
て
い
く
そ
う
で
す
。

7

春

奴



春
レ
ク
の
夕
べ

社
交
ダ
ン
ス
交
流
会

　

講
師
に
よ
る
模
範
演
技
も
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時　

8
月
21
日
（日）

午
後
5
時
30
分
〜
9
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室（
大
谷
６
ー

24
）

参
加
費　

１
，２
０
０
円（
ス
ポ
ー
ツ
保

険
料
込
み
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
協
会
事
務
局　

合ご
う
は
ら原

1（
５
９
２
）６
６
０
９（
5
兼
用
）

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス

ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー
グ
春
日
大
会

　
「
春
日
市
民
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

ホ
ー
ク
ス
を
応
援
す
る
会
」に
よ
る
プ

ロ
野
球
ウ
エ
ス
タ
ン
リ
ー
グ
の
春
日
大

会
で
す
。

　

当
日
は
子
ど
も
の
た
め
の
野
球
教
室

も
行
い
ま
す
。

日
時　

8
月
27
日
（土）

午
後
0
時
30
分
〜

（
開
場　

午
前
10
時
30
分
）

場
所　

県
営
春
日
公
園
野
球
場（
原
町

3
ー

1
ー

4
）

内
容 

▽
試
合（
対
広
島
東
洋
カ
ー
プ
）

▽
少
年
・
少
女
野
球
教
室（
午
後
4
時
30 

分
〜
5
時
30
分
）

入
場
料　

１
，２
０
０
円（
前
売
１
，０

０
０
円
）

※　

小
・
中
学
生
は
半
額
で
、就
学
前
の

児
童
は
無
料
で
す
。

入
場
券
販
売
場
所

▽
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
売
店

▽
市
商
工
会

▽
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト

問
い
合
わ
せ
先　

同
会

1（
５
０
１
）５
１
５
４（
5
兼
用
）

初
心
者
も
大
歓
迎

一
日
卓
球
教
室

　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人
が
対
象
で
す
。年
齢
に
関
係

な
く
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

8
月
20
日
（土）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
2
階

競
技
場（
大
谷
6
ー

28
）

※　

運
動
が
で
き
る
服
装
で
、上
靴
と

ラ
ケ
ッ
ト（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

城じ
ょ
う

島じ
ま

1（
５
９
５
）１
８
６
０（
5
兼
用
）

福
岡
断
酒
友
の
会

酒
を
や
め
た
い
人
の
集
い

　

酒
を
や
め
た
い
の
に
ど
う
し
て
も
や

め
ら
れ
な
い
人
や
そ
の
家
族
が
対
象
で

す
。参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

8
月
21
日
（日）

午
後
1
時
〜
4
時

場
所　

福
岡
市
女
性
セ
ン
タ
ー
「
ア
ミ

カ
ス
」4
階
ホ
ー
ル（
福
岡
市
南

区
高た

か
み
や宮
3
ー

3
ー

1
）

内
容　

▽
講
演
▽
体
験
発
表

講
師　

園そ
の
も
と本　

建け
ん

さ
ん（
雁が

ん

ノの

す巣
病
院

診
療
部
長
） 

問
い
合
わ
せ
先　

同
会　

砥と
が
み上 

1（
９
２
４
）６
５
１
５（
5
兼
用
）

一
人
で
悩
ま
な
い
で
!

薬
物
依
存
家
族
教
室

　

シ
ン
ナ
ー
や
覚
醒
剤
、大
麻
な
ど
の

薬
物
依
存
は
、周
り
の「
や
め
さ
せ
た
い
」

と
思
っ
て
の
行
動
が
、時
に
は
逆
効
果

に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

薬
物
依
存
症
の
人
へ
の
か
か
わ
り
方
を

一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
程　

9
月
8
日
〜
11
月
24
日
の
第

2
・
4
木
曜
日（
計
6
日
）

場
所　

福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー（
原
町
3
ー

1
ー

7
）

※　

関
連
施
設
な
ど
へ
の
見
学
も
あ
り

ま
す（
交
通
費
は
自
己
負
担
）。

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー
相
談
指

導
課

1（
５
８
２
）７
５
０
０

5（
５
８
２
）７
５
０
５

「
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
の
手
入
れ
」

歯
み
が
き
教
室

　

1
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
、歯
科
衛
生
士
が
正
し
い
歯

磨
き
を
教
え
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

8
月
24
日
（水）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

（
受
付　

午
前
10
時
15
分
〜
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
1
ー

１

２
０
）

持
っ
て
く
る
も
の　

▽
母
子
健
康
手
帳

▽
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ（
持
っ

て
い
る
人
の
み
）

問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

 

　
「
納
付
期
限
を
忘
れ
て
し
ま
う
」
、

「
わ
ざ
わ
ざ
金
融
機
関
へ
出
か
け
る

の
は
大
変
だ
」と
い
う
人
は
、便
利
な

口
座
振
替
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

　

納
税
通
知
書
に
添
付
し
て
い
る
口

座
振
替
申
込
書
を
取
扱
金
融
機
関
の

窓
口
に
提
出
す
る
だ
け
で
、簡
単
に

手
続
き
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、郵
便
局
の
口
座
か
ら
の

振
替
を
希
望
す
る
場
合
は
、郵
便
局

に
あ
る
申
込
書
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
口
座
振
替
申
込
書

▽
通
帳

▽
通
帳
の
印
鑑

※　

金
融
機
関
に
よ
っ
て
は
手
続
き

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。詳

し
く
は
各
金
融
機
関
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

国
保
年
金
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
１

納
付
は
便
利
な

口
座
振
替
で

KASUGA         C I TY7

春日市役所
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KASUGA         C I TY8

参
加
者
募
集

離
乳
食
教
室

　

6
〜
8
カ
月
の
子
ど
も
を
持
つ
保

護
者
が
対
象
で
す
。離
乳
中
期
以
降
の

離
乳
食
の
作
り
方
や
進
め
方
を
教
え
ま

す
。託
児（
無
料
）も
行
い
ま
す
。

日
時　

9
月
20
日
（火）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

（
受
付　

午
後
1
時
〜
）

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
1
ー

１
２
０
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　

▽
母
子
手
帳
▽
エ

プ
ロ
ン
▽
三さ

ん
か
く
き
ん

角
巾
▽
託
児
に
必

要
な
道
具（
名
札
を
付
け
る
）

参
加
費　

２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

申
込
方
法　

8
月
22
日
（月）
〜
9
月
6
日

（火）
に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏

名
、電
話
番
号
、子
ど
も
の
生
年

月
日
、託
児
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課

1（
５
０
１
）１
１
３
４

5（
５
０
１
）０
０
５
１

9
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

厚
生
労
働
省「
動
物
輸
入
届
出
制
度
」

　

輸
入
動
物
を
介
し
て
感
染
症
が
日
本

へ
進
入
し
て
し
ま
う
こ
と
を
防
止
す
る

た
め
、9
月
1
日
か
ら「
動
物
の
輸
入
届

出
制
度
」が
始
ま
り
ま
す
。

　

次
の
動
物
を
国
内
に
持
ち
込
む
場
合

は
、届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
動
物

▽
陸
生
ほ
乳
類（
ハ
ム
ス
タ
ー
、リ
ス
な
ど
）

▽
鳥
類（
イ
ン
コ
、オ
ウ
ム
な
ど
）

※　

届
け
出
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、

持
ち
込
め
ま
せ
ん
。詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
福
岡
検
疫
所

　

1（
２
９
１
）４
１
０
１

　

5（
２
８
２
）１
０
０
４

▽
福
岡
空
港
検
疫
所
支
所

　

1（
４
７
７
）０
２
０
７

　

5（
４
７
７
）０
２
０
９

▽
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp

福
岡
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会

障
害
者
の
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

障
害
者
の
健
康
増
進
の
た
め
の
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室
で
す
。

○○
障
害
児
親
子
水
泳
教
室
3

対
象　

3
歳
〜
小
学
4
年
生
の
身
体

障
害
児
と
そ
の
保
護
者

申
込
期
限　

8
月
30
日
（火）

○○
障
害
児
親
子
体
操
教
室
4

対
象　

3
歳
〜
小
学
4
年
生
の
知
的

障
害
児
と
そ
の
保
護
者

申
込
期
限　

9
月
2
日
（金）

○○
身
体
障
害
者
水
泳
教
室
2

対
象　

中
学
生
以
上
の
身
体
障
害
者

申
込
期
限　

9
月
9
日
（金）

○○
知
的
障
害
者
水
泳
教
室
3（
初
級
）・

　

4（
中
級
）

対
象　

小
学
5
年
生
以
上
の
知
的
障

害
者（
中
級
は
25
m
の
泳
力

が
必
要
）

申
込
期
限　

9
月
9
日
（金）

期
間　

9
月
〜
11
月

会
場　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
3
ー

1
ー

7
）

参
加
費　

５
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

定
員　

各
20
人（
親
子
参
加
の
教
室
は

10
組
・
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）

申
込
方
法　

市
高
齢
障
害
課
ま
た
は
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
に
置
い
て
い

る
申
込
書
と
健
康
チ
ェ
ッ
ク
票

を
、直
接
持
参
す
る
か
フ
ァ
ッ

ク
ス
す
る

※　

日
程
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会（
原

町
3
ー

1
ー

7
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ

ザ
内
）

1（
５
８
２
）５
２
２
３ 

5（
５
８
２
）５
２
２
８

通
り
ゃ
ん
せ
基
金

K
B
C
無
料
点
字
教
室

　

K
B
C
ラ
ジ
オ
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
番

組
に
寄
せ
ら
れ
た「
通
り
ゃ
ん
せ
基
金
」

で
運
営
す
る
、点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養

成
の
た
め
の
点
字
教
室
で
す
。

日
時　

10
月
4
日
〜
12
月
20
日
の
毎
週

火
曜
日（
計
12
回
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

K
B
C
会
館
4
階
会
議
室（
福

岡
市
中
央
区
長な

が
は
ま浜
1
ー

1
ー

34
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

9
月
1
日
（木）
午
前
9
時
30

分
以
降
に
電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

K
B
C
開
発

（株）
点
字
教
室
係

1（
７
５
１
）４
０
７
０

5（
７
１
５
）１
１
４
８

春
日
市
商
工
会

経
営
セ
ミ
ナ
ー

　

不
況
の
今
日
を
乗
り
越
え
る
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
で
す
。参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

9
月
6
日
（火）

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

場
所　

同
商
工
会
館（
伯
玄
町
2
ー

24
）

演
題　
「
見
込
み
客
の
開
発
と
新
規
開

拓
の
具
体
的
な
手
法
」

講
師　

竹た
け

田だ

陽よ
う
い
ち一

さ
ん（
ラ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
経
営
（株）
代
表
）

定
員　

50
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

8
月
16
日
（火）
以
降
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
商
工
会

1（
５
８
１
）１
４
０
７

5（
５
７
５
）０
７
０
２

﹇
ペ
ン
ネ
ー
ム
﹈う
ち
は
☆

﹇
ペ
ン
ネ
ー
ム
﹈叶 

﹇
ペ
ン
ネ
ー
ム
﹈春チ
ュ
ン

蓮リ
ョ
ン

﹇
ペ
ン
ネ
ー
ム
﹈早
知
子



特
別
支
援
教
育
の

地
域
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

Ｌ
Ｄ
親
の
会「
た
け
の
こ
」と
市
教
育

委
員
会（
教
育
研
究
所
）は
、発
達
障
害

が
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
対
し
、地
域
が

ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
べ
き
か
、

ま
た
ど
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
が
必
要
な
の
か
な
ど
を
考
え
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

8
月
28
日
（日）

午
後
0
時
30
分
〜
4
時
40
分

（
受
付　

正
午
〜
）

場
所　

市
役
所
大
会
議
室

定
員　

１
２
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

フ
ァ
ッ
ク
ス
か
電
話
で
氏

名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
先　

Ｌ
Ｄ
親
の
会「
た
け
の
こ
」 

堀ほ
り
き
り切

1（
５
８
４
）８
４
８
６（
5
兼
用
）

問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
５
３

大
学
通
信
教
育

秋
期
合
同
入
学
説
明
会

　

高
校
生
以
上
の
人
を
対
象
に
、秋
期

入
学
の
た
め
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

8
月
27
日
（土）

正
午
〜
午
後
5
時

場
所　

エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
8
階（
福

岡
市
中
央
区
天て

ん

神じ
ん

1
ー

4
ー

2
）

参
加
大
学　

▽
法
政
▽
中
央
▽
日
本
女

子
▽
日
本（
同
大
学
院
）▽
玉
川

▽
佛ぶ

っ
き
ょ
う教（

同
大
学
院
）▽
近
畿

（
同
短
大
）▽
東
洋
▽
明め

い
せ
い星（

同

大
学
院
）▽
大
阪
学
院
▽
産さ

ん
の
う能

（
同
短
大
）▽
愛
知
産
業（
同
短

大
）▽
北
海
道
情
報
▽
大
阪
芸

術（
同
短
大
）▽
聖せ

い
と
く徳（

同
大
学

院
、同
短
大
）▽
日
本
福
祉
▽
武

蔵
野
美
術
▽
東
北
福
祉（
同
大

学
院
）▽
人
間
総
合
科
学（
同
大

学
院
）▽
星せ

い
さ槎

▽
近
畿
大
学
九

州
短
大

問
い
合
わ
せ
先　

（財）
私
立
大
学
通
信
教

育
協
会

1
０
３（
３
８
１
８
）３
８
７
０

5
０
３（
５
８
０
３
）９
９
３
９

http://w
w
w
.uce.or.jp

春
日
公
民
館

パ
ソ
コ
ン
教
室

○○
基
礎
講
座

日
程　
9
月
6
日
〜
23
日
の
毎
週

火
・
金
曜
日（
計
6
回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

○○
ワ
ー
ド
講
座

日
程　
9
月
5
日
〜
21
日
の
毎
週

月
・
水
曜
日（
計
6
回
）

時
間　

午
後
6
時
〜
8
時

○○
エ
ク
セ
ル
講
座

日
程　
9
月
5
日
〜
22
日
の
毎
週

月
・
木
曜
日（
計
6
回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

同
公
民
館（
春
日
1
ー

１
１
１
）

受
講
料　

1
万
５
０
０
円（
教
材
費
込

み
）

定
員　

各
8
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

8
月
19
日
（金）
〜
25
日
（木）

に
、電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
氏

名
、電
話
番
号
、希
望
講
座
名
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
公
民
館

1（
５
７
１
）４
１
４
９

5（
５
７
１
）７
９
２
１

 

　太宰府市在住の江
え

口
ぐち

哲
てつろう

郎さん（9歳）が、「特発性拡張型
心筋症」のため、ドイツで心臓移植手術を受けます。現在、
同会では、この手術に必要な費用約8,000万円を目標に、
募金活動を行っています。
　皆さんのご協力をお願いします。
募金方法
○○ダイヤルQ2　10990（53）7777
　※　電話をかけると、300円の募金になります。なお、
　　携帯や公衆電話などからはかかりません。
○○口座振込
口座名（加入者名）
哲郎くんを救う会（テツロウクンオスクウカイ）
銀行口座

▽福岡銀行太宰府支店（フクオカギンコウダザイフシ
テン） 普通110925

▽西日本シティ銀行太宰府支店（ニシニツポンシテイ
ギンコウダザイフシテン） 普通0786524

▽三井住友銀行福岡支店（ミツイスミトモギンコウフ
クオカシテン） 普通7172060
※　同一銀行であれば、窓口（三井住友銀行はATMも）
での振込手数料は無料です。
郵便振替　01730-2-110889
問い合わせ先　哲郎くんを救う会事務局（〒818-0101

太宰府市観
かん

世
ぜ

音
おん

寺
じ

1-18-1）
1（918）5101　5（923）3110
tetsuro@townscope.net
http://tetsuro.townscope.net

KASUGA         C I TY9

あなたのイラスト募集中
ハガキに縦書き、白黒で濃い
目にはっきりと描いて、表に
住所、氏名、電話番号を書いて
送ってください（ペンネームも
可）。著作権の都合上、作品は
オリジナルのものに限ります。
あて先　〒816-8501春日市役
所市報かすが「イラストコー
ナー」係
※　掲載された人には図書券
　（500円分）を進呈します。

﹇
ペ
ン
ネ
ー
ム
﹈も
も
か
ん
の
妹

﹇
ペ
ン
ネ
ー
ム
﹈あ
る
な

﹇
ペ
ン
ネ
ー
ム
﹈す
も
も

﹇
ペ
ン
ネ
ー
ム
﹈か
ん
ち
ゃ
ん

哲
て つ ろ う

郎くんを救う会
募金にご協力ください 



KASUGA         C I TY10

葉の幅が広く、色つや
が良く、ピンと伸び
ているものを選びま
しょう。

伝
統
文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か

初
心
者
の
た
め
の
能
楽
入
門
講
座

　

能
楽
を
初
め
て
体
験
す
る
人
が
対
象

で
す
。日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る「
能

楽
」を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程　

10
月
1
日
（土）

時
間
・
内
容

▽
午
前
の
部 

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

体
験
コ
ー
ナ
ー（
四し

拍び
ょ
う
し子

、狂
言
、謡う

た
い

、

仕し

舞ま
い

の
稽け

い

古こ

）

▽
午
後
の
部

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

能
の
実
演
と
解
説（
独
調「
船
弁

慶
」、
舞ま

い

囃ば
や

子し
「
屋
島
」、
能「
橋
弁

慶
」
）

場
所　

大
濠
公
園
能
楽
堂（
福
岡
市
中

央
区
大お

お
ほ
り
こ
う
え
ん

濠
公
園
1
ー

5
）

定
員（
申
込
先
着
順
）・
参
加
費

▽
1
日　

１
４
０
人
・
３
，０
０
０
円

▽
午
後
の
み　
４
１
０
人・２
，０
０
０
円

申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

E
メ
ー
ル
、電
子
申
請
で
住
所
、

氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、参
加

人
数
、「
1
日
参
加
」か「
午
後
の

み
参
加
」、を
書
い
て
送
る

※　

午
前
の
部
の
み
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
生
活

文
化
課
能
楽
講
座
係（
〒
812
ー

８
５
７
７
福
岡
県
庁
）

1（
６
４
３
）３
３
８
２

5（
６
４
３
）３
３
８
４

seikatsu@
pref.fukuoka.lg.jp

http://w
w
w
.shinsei.pref.fukuo

    ka.lg.jp

（
電
子
申
請
）

会
社
を
元
気
に
す
る
人
事
戦
略

２
０
０
５
労
働
経
営
セ
ミ
ナ
ー

　

一
人
ひ
と
り
の
働
く
意
思
と
能
力
を

活
用
で
き
る「
雇
用
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
行
う
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

日
時　

9
月
20
日
（火）

午
後
2
時
〜
4
時

（
受
付　

午
後
1
時
30
分
〜
）

場
所　

福
岡
商
工
会
議
所
3
階
３
０
５

会
議
室（
福
岡
市
博
多
区
博は

か
た多

駅え
き
ま
え前
2
ー

9
ー

28
）

演
題　
「
会
社
を
元
気
に
す
る
人
事
戦

略
〜
社
員
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

（
本
気
）を
引
き
出
す
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
〜
」

講
師　

野の

だ田　

稔み
の
る

さ
ん（
多
摩
大
学
経

営
情
報
学
部
助
教
授
）

定
員　

１
５
０
人
程
度（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

9
月
6
日
（火）
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、会
社
名
ま
た
は

業
種
を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
福
岡
労
働

福
祉
事
務
所（
福
岡
市
中
央
区

赤あ
か
さ
か坂
1
ー

8
ー

8
）

1（
７
３
５
）６
１
５
０

5（
７
１
２
）０
４
９
７

福
岡
い
の
ち
の
電
話

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
公
開
講
座

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
自
殺
防
止
と
危
機

援
助
の
相
談
を
受
け
て
い
る「
福
岡
い

の
ち
の
電
話
」が
行
う
公
開
講
座
で
す
。

　

23
歳
〜
65
歳
の
人
は
、こ
の
講
座
受

講
後
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座（
パ
ー

ト
2
、3
）に
進
め
ま
す
。

期
日　

9
月
4
日
（日）
・
24
日
（土）
、10
月
1

日
（土）
・
15
日
（土）
、11
月
5
日
（土）
・

19
日
（土）
、12
月
3
日
（土）（
計
7

日
）

場
所　

福
岡
市
婦
人
会
館（
福
岡
市
中

央
区
舞ま

い
づ
る鶴
2
ー

5
ー

1
あ
い
れ
ふ

9
階
）な
ど

演
題　

▽
生
き
づ
ら
さ
を
訴
え
る
若
者

た
ち
▽
老
い
と
高
齢
化
社
会
を

考
え
る
な
ど

講
師　

▽
香か

や
ま山

リ
カ
さ
ん（
精
神
科
医
）

▽
村む

ら
せ瀬

孝た
か
お生

さ
ん（
福
岡
ひ
か

り
福
祉
会
理
事
）な
ど 

受
講
料　

1
万
円

※　

1
回
の
み
の
受
講
は
２
，０
０
０

円（
初
回
の
み
５
０
０
円
）で
す
。

申
込
方
法　

8
月
31
日
（水）
ま
で
に
、往

復
ハ
ガ
キ
に
、郵
便
番
号
、住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、「
公
開
講

座
受
講
希
望
」を
書
い
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

（社）
福
岡
い

の
ち
の
電
話
事
務
局（
〒
810
ー

０
０
３
７
福
岡
市
中
央
区
舞
鶴

27
ー

7
福
岡
キ
リ
ス
ト
教
会
内
）

1（
７
１
３
）４
３
４
３

5（
７
２
１
）４
３
４
３

　カロチンやビタミンEなどのビタ
ミン類や、カリウムなどのミネラル
を豊富に含む代表的な緑黄色野菜
「ニラ」を使った料理です。

　材料（4人分）
ニラ………………………………1束
モヤシ……………………………1袋
合びき肉……………………… 100g
塩・こしょう ……………………… 少々
卵…………………………………2個
サラダ油
　作り方
①　ニラとモヤシは食べやすい長さ
（1cm）に切る。

②　フライパンを熱し、サラダ油小
さじ1を入れ、合びき肉とニラ、モ
ヤシを炒め、塩・コショウをして取
り出す。
③　別のフライパンにサラダ油を薄
くひき、溶き卵を入れ、薄焼き卵を
４枚作る。
④　③で②を巻く。

（春日市食生活改善推進会）



集
ま
れ
子
ど
も
た
ち
!

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
春
日
第
1
団

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
参
加
し
て
、土
・

日
曜
日
を
有
意
義
に
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。

　

事
前
に
見
学
会
と
説
明
会
を
行
い
ま

す
。保
護
者
同
伴
で
、直
接
会
場
に
来
て

く
だ
さ
い
。

対
象　

幼
稚
園
年
長
〜
中
学
3
年
9
月

○○
見
学
会

日
時　

9
月
4
日
（日）

　

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

白
水
大
池
公
園
展
望
広
場
付

　
　
　

近（
下
白
水
２
０
９
）

○○
説
明
会

日
時　

9
月
11
日
（日）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
学

　
　
　

習
室
4（
大
谷
6
ー

24
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
団
事
務
局　

後ご

藤と
う

1（
５
０
１
）０
０
５
３（
5
兼
用
）

意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す

福
岡
空
港
の
現
状
と
課
題

　

福
岡
空
港
調
査
連
絡
調
整
会
議
は
、

福
岡
空
港
の
調
査
結
果
を
情
報
提
供

し
、そ
れ
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
意
見
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

※　

調
査
結
果
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。ま
た
、窓
口
に
冊

子
を
置
い
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
市
総
務
企
画
局

空
港
推
進
担
当

1（
７
１
１
）４
１
０
２

5（
７
３
３
）５
５
８
２

http://w
w
w
.fukuokakuko-chos

　

a.org

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進

男
女
平
等
の
標
語
を
募
集

　
「
男
女
平
等（
男
女
共
同
参
画
）に
つ

い
て
」を
テ
ー
マ
に
、標
語
を
募
集
し
ま

す
。応
募
作
品
の
中
か
ら
、優
秀
賞（
6

点
）を
選
び
、賞
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま

す
。

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
小
学
5
年
生
〜
高
校
生

規
格　

20
字
以
内
の
標
語

応
募
方
法　

9
月
6
日
（火）
ま
で
に
、規

定
用
紙
に
作
品
と
必
要
事
項

を
書
い
て
、学
校
か
市
人
権
女

性
政
策
課
に
提
出
す
る（
郵
送
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
可
）

※　

様
式
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
印
刷
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
権
女
性
政
策
課

1（
５
８
４
）１
１
１
６

5（
５
８
４
）１
１
５
３

http://w
w
w
.city.kasuga.fukuok

　

 a.jp

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

無
料
法
律
相
談

日
時　

9
月
1
日
（木）
・
15
日
（木）

午
後
1
時
〜
4
時

場
所　

同
支
局
1
階
相
談
室（
筑
紫
野

市
二ふ

つ

日か

市い
ち

中ち
ゅ
う

央お
う

5
ー

14
ー

7
）

定
員　

各
6
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

8
月
25
日
（木）
午
前
8
時
30

分
以
降
に
電
話
で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
局

1（
９
２
２
）２
８
８
１

5（
９
２
２
）３
３
４
２

国
の
業
務
の
苦
情
や
要
望

行
政
相
談
委
員
に
相
談
を

　

道
路
交
通
や
通
信
、年
金
、保
険
、教

育
行
政
な
ど
、国
が
行
う
業
務
に
対
し

て
要
望
や
苦
情
、相
談
し
た
い
こ
と
な

ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。ま
た
、相
談
し
た

い
け
れ
ど
、窓
口
で
は
言
い
に
く
い
こ

と
、ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の
か
わ

か
ら
な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
ん
な
と
き
、皆
さ
ん
の
苦
情
や
要

望
を
聞
い
て
、公
正
・
中
立
な
立
場
で
、

関
係
す
る
機
関
に
改
善
を
申
し
入
れ
、

問
題
の
解
決
を
図
る
の
が
、行
政
相
談

委
員
で
す
。

　

市
内
に
は
、総
務
大
臣
の
委
嘱
を
受

け
た
2
人
の
行
政
相
談
委
員
が
配
置
さ

れ
、無
料
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。電

話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
相
談
に
も
応
じ

て
い
ま
す
の
で
、気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

行
政
相
談
委
員

▽
片か

た
の野

明あ
き
こ子

さ
ん（
松
ヶ
丘
）

　
1（
５
９
６
）６
３
２
６（
5
兼
用
）

▽
岡お

か
も
と本

彰あ
き
お夫

さ
ん（
下
白
水
南
）

　
1（
５
８
１
）４
９
０
１（
5
兼
用
）

○○
定
例
行
政
相
談

　
　

毎
月
、相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

日
時　

毎
月
第
4
火
曜
日

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

場
所　

市
役
所
2
階
市
民
相
談
室

問
い
合
わ
せ
先　

情
報
政
策
課
情
報

公
開
広
報
担
当

　

1（
５
８
４
）１
１
１
１

　

5（
５
８
４
）１
１
４
２
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　白水小学校は、現在、本格的な建設工事が進んでお
り、7月中旬には地下部分の埋め戻しと1階の土間コン
クリート打ちが終了しました。
　また、学校を円滑に運営し、子どもたちが抵抗なく学
校に溶け込める環境づくりのために発足した「白水小
学校開校準備委員会（春日西・天神山小の教諭や保護
者、自治会関係者、市教育委員会職員などで構成）」で
は、地域の特性を生かした個性ある学校づくりを目指
し、現在、学校の基本方針や教育活動計画、開校記念式
典、校歌・校章・スクールカラーの選定、通学方法などを
話し合っています。
問い合わせ先　教務課
　　1（584）1111 5（584）1153
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守
り
ま
し
ょ
う

自
転
車
の
マ
ナ
ー

　

自
転
車
も
、法
律
上
は
自
動
車
と
同

じ
車
両
の
ひ
と
つ
で
す
。交
通
規
則
の

違
反
者
に
は
、罰
金
な
ど
の
罰
則
が
科

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

事
故
防
止
を
心
掛
け
、他
人
の
迷
惑
に

な
ら
な
い
よ
う
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

禁
止
事
項

▽
二
人
乗
り

▽
ほ
か
の
自
転
車
と
の
並
走

▽
夜
間
の
無
灯
火
走
行

▽
信
号
無
視

▽
歩
行
者
の
通
行
妨
害

▽
車
の
前
方
へ
の
割
り
込
み

▽
傘
さ
し
運
転

問
い
合
わ
せ
先　

土
木
管
理
課

1（
５
８
４
）１
１
１
１

5（
５
８
４
）１
１
４
３

筑
紫
県
税
事
務
所

個
人
事
業
税
の
納
期
を
お
忘
れ
な
く

　

個
人
事
業
税
第
1
期
分
の
納
期
は
、

8
月
31
日
で
す
。忘
れ
ず
に
納
め
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※　

口
座
振
替
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
所

1（
５
１
３
）５
５
７
４

5（
５
１
３
）５
５
９
７

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
、

今
回
は
、同
計
画
の
成
人
世
代（
15
歳

〜
64
歳
）の
た
ば
こ
・
ア
ル
コ
ー
ル
に

つ
い
て
、説
明
し
ま
す
。

た
ば
こ

　

た
ば
こ
の
煙
に
は
、ニ
コ
チ
ン
や

タ
ー
ル
を
は
じ
め
、多
く
の
有
害
物

質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。喫
煙
す
る

こ
と
で
、が
ん
や
心
臓
病
、慢
性
気
管

支
炎
、胃
潰
瘍
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
病

気
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

特
に
未
成
年
者
の
喫
煙
は
、有
害

物
質
を
体
内
に
取
り
込
み
や
す
い
た

め
、身
体
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
。未
成
年
者
が
た
ば
こ
を
吸
い
始

め
な
い
た
め
の
社
会
や
家
庭
の
環
境

づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、禁
煙
・
節
煙
を
行
え
ば
、が

ん
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
の

予
防
や
、体
調
が
良
く
な
る
、食
事
が

お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
な
ど
の
効
果

が
あ
り
ま
す
。積
極
的
に
禁
煙
・
節
煙

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

「
た
ば
こ
」に
関
す
る
主
な
取
り
組
み

▽
受
動
喫
煙
を
防
ぐ
た
め
、家
庭
内
・

職
場
内
で
の
分
煙
を
進
め
る

▽
禁
煙

▽
未
成
年
者
が
た
ば
こ
を
吸
い
始
め

な
い
よ
う
に
、家
庭
内
の
目
に
付

く
所
に
た
ば
こ
を
置
か
な
い

▽
未
成
年
者
の
喫
煙
を
見
か
け
た

ら
、声
か
け
や
注
意
を
す
る

ア
ル
コ
ー
ル

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
適
量
で
あ
れ
ば
、

血
行
を
よ
く
し
、ス
ト
レ
ス
の
解
消

や
心
身
の
疲
労
回
復
に
役
立
ち
ま

す
。し
か
し
、飲
み
過
ぎ
は
健
康
に
さ

ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を
も
た
ら
し
ま

す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
、若
い
時
期
に
飲

み
始
め
る
ほ
ど
依
存
性
が
高
く
な
り

ま
す
。ま
た
、20
歳
未
満
の
飲
酒
は
法

律
で
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

妊
婦
や
授
乳
期
間
中
の
人
の
飲
酒

は
、子
ど
も
の
成
育
に
影
響
を
及
ぼ

す
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で

す
。

「
ア
ル
コ
ー
ル
」に
関
す
る
主
な
取
り

組
み

▽
多
量
の
飲
酒
を
や
め
る

▽
妊
婦
や
授
乳
期
間
中
の
人
、未
成

年
者
は
飲
酒
を
や
め
る（
周
囲
の

人
は
飲
酒
を
勧
め
な
い
）

▽
週
2
回
は
休
肝
日
を
設
け
る

▽
健
康
診
断
を
き
ち
ん
と
受
け
、自

分
の
体
調
を
把
握
す
る

※　

次
回
は
高
齢
世
代（
65
歳
以
上

に
つ
い
て
）の「
運
動
」「
食
生
活
」

「
歯
」「
こ
こ
ろ
」に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

（
健
康
課
）

い
き
い
き
春
日
21
健
康
づ
く
り
支
援
計
画

そ
の
4「
成
人
世
代
｜
た
ば
こ
・
ア
ル
コ
ー
ル
」

松ヶ丘公民館パソコンルーム

　（財）自治総合センターは、宝くじの普及広報事業
の一環として、地域のコミュニティ活動に対し助成
金を出しています。
　この助成金を利用して、今年6月、松ヶ丘公民館の
学習室に、新たにパソコンルームを設置しました。
　同自治会では、今後、地域の皆さんにパソコンの技
術を習得してもらうため、「パソコン教室」を行いま
す。また、将来的には自治会や公民館などのホーム
ページを作成し、地域内の情報交流を進めていくそ
うです。
問い合わせ先
松ヶ丘公民館
1（595）0686

（5兼用）

宝くじ助成金でできました宝くじ助成金でできました宝くじ助成金でできました
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法律相談
市無料法律相談
1（584）1111　5（584）1142
◎第3水曜日◎受付8時50分◎定員15
人（9時の抽選で決定）◎市役所2階市
民相談室

詳しくは、直接問い合わせてください。

商工会無料法律相談
1（581）1407　5（575）0702
◎第1水曜日◎受付8時30分～（先着
6人）◎相談13時～15時◎春日市商工
会

県無料法律相談  1（651）1234
◎毎週金曜日◎13時～16時◎電話予
約が必要（先着6人）◎県民相談室（県
庁内）

有料法律相談  1（741）3208
◎月～金曜日10時～19時◎土・日曜
日、祝日10時～13時◎1人30分程度で
5,250円◎電話予約が必要◎天神弁
護士センター

交通事故相談
県交通事故相談  1（622）0403
◎月～金曜日◎9時～17時◎県交通
事故相談所（県庁内）

県巡回交通事故相談　1（584）1111
◎毎月第2火曜日◎受付10時～15時
◎市役所2階市民相談室

交通事故被害者電話相談
1（741）2270
◎月～金曜日◎13時～16時◎県交通
事故被害者サポートセンター

犯罪被害の相談
犯罪被害者の電話相談
1（738）8363
◎毎週火曜日◎16時～19時◎天神弁
護士センター

子どもに関する相談
子育て・子どもの悩み相談
1（584）1015　5（584）7739
◎月～土曜日（祝日を除く）◎9時30
分～18時◎子育て支援センター家庭
児童相談室（すくすくプラザ内）

赤ちゃん・こども電話相談
1（715）0110
◎年末年始を除く毎日◎9時～17時
30分◎県看護等研究研修センター

子どもの権利110番（電話相談）
1（752）1331
◎毎週土曜日◎12時30分～15時30分
◎天神弁護士センター

障害者のための相談
福岡県障害者110番
1（584）0039　5（584）3354
◎月曜日を除く毎日◎9時～17時30分
◎障害者相談センター（県クローバー
プラザ内）

聴覚障害者のためのFAX悩み相談
5（721）4343
◎月～金曜日9時～18時◎土曜日9時
～13時◎福岡いのちの電話

女性のための相談
夫や恋人からの暴力・セクハラの相談
1（513）7335
◎月～金曜日（祝日・年末年始を除
く）◎10時～17時◎外国語の相談可
◎ちくし女性ホットライン 

女性のための総合相談  1（584）1266
◎月曜日を除く毎日◎受付9時30分～
16時（金曜日は18時～20時30分も）◎あ
すばる相談室（県クローバープラザ内）

性犯罪などの電話相談  1（632）7830
◎月～金曜日（祝日を除く）◎8時30分
～17時15分◎ミズ・リリーフ・ライン（福
岡県警）

認知症相談
認知症相談
1（595）8188　5（595）6361
◎月～土曜日◎8時30分～18時30分（土
曜日は17時30分まで）◎かすがの郷在
宅介護支援センター

高齢者のための相談
シルバー 110番
1（584）3344　5（584）3354
◎月曜日を除く毎日◎受付9時～16時
◎高齢者総合相談センター（県クロー
バープラザ内）

人権についての相談
定例人権相談
1（584）1111　5（584）1153
◎第1火曜日◎10時～15時◎市役所2
階市民相談室

人権相談
1（922）2881　5（922）3342
◎月～金曜日◎8時30分～17時◎福
岡法務局筑紫支局

消費生活相談
春日市消費生活相談
1（584）1111　5（584）1153
◎毎週月・水・金曜日◎10時～15時◎
市役所2階市民相談室（第3水曜日は
市役所2階206会議室）

福岡県消費生活相談  1（632）0999
◎月～金曜日◎9時～17時◎消費生活
センター

悩みの相談
心配ごと相談  1（581）7225
◎毎週水曜日◎10時～15時◎春日市社
会福祉センター4階

不安・悩み電話相談  1（741）4343
◎24時間受付◎福岡いのちの電話

土地・建物の相談
不動産相談  1（651）1234
◎毎月第1・3木曜日◎13時～16時◎県
民相談室（県庁内）◎電話予約が必要

住宅相談  1（725）0876
◎月～金曜日◎10時～17時◎住宅情報
プラザ福岡（県建築住宅センター内）

 

打
ち
水
大
作
戦

　　
「
都
会
の
気
温
を
２
℃
下
げ
よ
う
」

と
、東
京
で
始
ま
っ
た「
打
ち
水
大

作
戦
」。一
昨
年
、江
戸
開
府
４
０
０

年
に
ち
な
ん
で「
大
江
戸
打
ち
水
大

作
戦
」と
題
し
第
１
回
目
が
行
わ

れ
、翌
年
に
は
全
国
に
拡
大
し
、約

３
０
０
万
人
も
の
人
が
参
加
し
ま
し

た
▼
古
来
よ
り
清
め
の
意
味
を
持

つ「
水
」。江
戸
時
代
に
は
、店
の
前
を

清
め
、埃ほ

こ
り

や
気
温
上
昇
を
抑
え
、客
人

を
も
て
な
す
た
め
、打
ち
水
が
習
慣

化
さ
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、茶
道
で

は
、茶
室
前
へ
の
打
ち
水
が
礼
儀
作

法
と
さ
れ
て
い
ま
す
▼
一
見
難
し
そ

う
で
す
が
、や
り
方
は
意
外
と
簡
単
。

①
バ
ケ
ツ
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
水

を
汲
む
容
器
を
準
備
②
風
呂
や
子

ど
も
用
プ
ー
ル
の
残
り
水
な
ど
を
容

器
に
汲
ん
で
、家
の
周
り
に
ま
く（
水

道
水
を
直
接
使
う
の
は
×
）③
涼
し

さ
を
感
じ
る（
気
持
ち
良
か
っ
た
ら

毎
日
続
け
る
）▼
実
際
に
や
っ
て
み

る
と
、温
度
は
下
が
り
と
て
も
涼
し

く
感
じ
る
そ
う
で
す
。冷
房
漬
け
の

毎
日
、昔
な
が
ら
の
方
法
で「
涼
」を

と
っ
て
み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

○

国の業務に関する相談
定例行政相談  1（584）1111
◎第4火曜日◎9時30分～16時◎市役
所2階市民相談室
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表紙の写真

　春日・平田台・惣利・塚原台の4地区合同で、7月18日、牛

頸川の清掃が行われ、地元の川をきれいにしようと地域住

民約800人が参加しました。

　毎年恒例のこの奉仕活動。今年は、筑紫医師会や陸上自

衛隊・航空自衛隊の幹部自衛官、つくしライオンズクラブ、

春日那珂川水道企業団職員も協力。春日橋からの約2.4km

を、1時間半かけて、ゴミ拾いや草刈りに汗を流しました。

　梅雨が明けたばかりの厳しい暑さの中、全員で力を合わ

せたかいあって、牛頸川はとてもきれいになりました。

　そして、清掃の後は、子どもたちが待ちに待った魚とり大

会。きれいになった川に、350人の子どもたちが一斉に飛

び込みました。川を網で囲い放ったアユやヤマメ、コイ、ウ

ナギ約900匹を、子どもたちは素手や網で元気に追いかけ

ていました。

市の人口 7/15 現在

◎総人口

◎世帯数

109,871人

男 53,851人女 56,020人

43,185世帯

7月18日に牛頸川で行われた「魚とり大会」の様
子。たくさんの魚に子どもたちは大興奮。網を上
手に使って、たくさん魚をとりました。（「まちの
ニュース」に関連記事）

牛
うしくび

頸川河川清掃・魚とり大会

地元の川をみんなできれいに…

　夏休みを迎え、市内3つの児童センターでは、さまざまな

夏の行事が行われています。

　7月23日に光町児童センターで行われた「ウォーター

フェスティバル」には、地域の小学生など30人が参加。水遊

びを楽しみました。頭に付けた的を水鉄砲で狙い合ったり、

水風船を作って遊んだりと、びしょ濡れになりながらみん

なで公園を走り回りました。

　夏休みも残りわずか。児童センターでは、まだまだ楽しい

行事を計画しています。ぜひ遊びに来てください。

～今からでも参加できる夏の行事～

　 △

光町 「そうめん流し」

　 △

毛勝 「夏休みの工作」「そうめん流し」

　 △

須玖 「おばけやしき」

　　　　 「しゅくだいおわらせ隊」

各児童センターで夏の行事

暑い夏も子どもは元気いっぱい

　平成9年、日の出小学校建設の際

に、弥生時代の水路から、さまざまな木

製品と一緒に出土しました。

　田畑を耕す農具の一種であるこの

鍬は、1枚の板を加工しており、刃先も鋭

く作られています。そして、真ん中の穴

に柄を差し込んで使われていました。

　現在の鍬とほとんど形に違いはなく、

当時の技術の高さがうかがえます。

(奴国の丘歴史資料館)

木製の鍬
くわ

写真右（長さ30㎝、幅17㎝）




